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情報化社会の進展に思う
尼崎市立教育総合センター

所 長 倉 橋 忠

隣の家で起こっていることはわからなくても、
地球の裏側の様子は分かる。プライバシーの権利
と情報化社会の進展がなせる現象であろうか。そ
んな中で、時折 『子どもたちから大人はどう見、
えているのだろうか』と私は思う。

ＶＲの中で育つ子どもたち
私たちが過ごした幼年期であれば、大人の智

、 。恵が情報源であり 遊びは手作りの世界であった
また、子どもが大人になるための知識＝情報は、
身近な大人や学校の教師から学ばなくてはならな

。 、 。かった 独楽回しや竹とんぼ 缶蹴り・鬼ごっこ
大人は偉大な先輩であった。しかし、時代の進展
はこの秩序を崩壊させた。子どもたちはＶＲ
( 仮想現実感)の中で育ち、現実のVirtual Reality

体験と仮想体験の区別が困難になろうとしてい
る。情報化社会は、子どもたちに知識を伝達する
「特権」を、身近な大人から奪い取り、子どもも
大人も同じ次元で情報を手にすることが可能な世
界を生み出しつつある。文字通り、生涯不断の努
力を続けなければ、情報量やその質において、大
人たちは子どもたちに追い越されてしまう状況に
なっている。情報リテラシーの習熟度が、今後の
社会生活のキー・ポイントを握るのかも知れな
い。今日の学級経営や生徒指導の困難さの背景に
、 。は このような事情もあるように思えてならない

情報機器の利便性と危険性
周知の通り、高度に進展した情報機器は生活

に有利なことばかりを提供しているのではない。
危険性が、その利便性と対になっている。インタ
ーネットを通して世界中の情報を見ることができ
る。それは、同時に、誰しもが世界中に情報を発
信することができることを意味している。もし仮
に、何かの手違いで個人情報が漏洩した場合、個
人情報が世界中にばらまかれる危険性にさらされ

る。インターネットを利用した個人攻撃や中傷・
。 、誹謗も数多く現れるようになっている さらには

犯罪のノウハウまで指南しているホームページま
で存在したり、青少年の好奇心をくすぐる反社会
的な情報も無制限に垂れ流されており、携帯電話
の普及はその状況に拍車をかけている。システム
的にこれらの「過ち」を防ぐ装置を準備しなけれ
ばならない。それは、技術的な面だけでなく、心
（良心）の側面においても必要なことである。

ネチケットの重要性を子どもたちに伝えよう
また、物的な財産を盗むことが罪悪であるこ

とは誰もが疑わない。しかし、著作権に代表され
る知的財産権についてはその罪悪感が働かないこ
とが多い。それは、モノの時代（産業化社会）の
良心は持っていても、情報化時代の良心を持って
いないからだと言われる。情報リテラシーの必要
性以上に、情報社会の倫理・ネチケットの重要性
を子どもたちに伝えなければ、今後の社会が成り
立たなくなると思うのは、私だけではないであろ
う。

☆ ☆
この春、行財政改革の一環として、教育総合セ
ンターは、学校教育部に統合され、心の教育相談
室は教育相談課としてスタートしました。とはい
え、教育総合センターが、調査・研究と教職員の
研修を行い、併せて視聴覚センターを管理・運営
することも継続して行います。
今年度も、課業中ではセンターの研修に参加し
たくても参加できないという先生方の期待に応
、 。 、え 夏季休業中に多くの研修を実施します また

、 、課業中には 授業実践を中心とした研修を展開し
先生方の教育実践を支援して参ります。どうぞよ
ろしくお願いします。
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☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆平成１６年度 教職員研修・教育研究の方針

学校教育の重要な役割は、児童生徒が社

会の変化に対応し、主体的・創造的に生き

ていくために必要な資質や能力を育成する

ことです。教育総合センターでは、教職員

の指導力向上と意識改革を大きな責務とし

て、次のような研究・研修事業を予定して

います。

１ 基本研修
校・園長、教頭など職階別、教務・学

年主任など職務別研修を実施します。本

年度も新採用教員研修の充実を図りま

10 20す ２年目 ３年目 ４年目 年目。 、 、 、 、

年目など経験年数別研修も、それぞれに

応じた課題で研修します。先生方から好

評を博している異校種間交流研修は、昨

年に引き続き、勤続４年目教員研修で実

施いたします。

２ 専門研修
児童生徒に基礎・基本を身につけさ

せ、多様な能力や個性の伸長を図る教育

を推進しようとする教員を支援するのが

専門研修です。

次の分野別に講座を設けています。

( )個を大切にする研修講座1

( )授業づくり研修講座2

( )共に生きる心をはぐくむ研修講座3

( )情報教育4

学校での情報教育推進のための「情

報教育推進研修 「幼・小・中・学校」、

別のコンピュータ活用研修 、教職員の」

コンピュータ操作技術の向上を目指す

「コンピュータ入門研修」及び「コン

ピュータ活用研修 、教職員の情報交換」

に役立つ「AMA-NETメール入門、活用研

修」等を実施します。

その他、学校管理職コンピュータ活

用研修、事務職員コンピュータ活用研

修等、管理・運営について研修を実施

します。

３ 派遣研修
、 、 、本年度も 夏季休業中に 民間企業で

企業経営の実際・企業努力等を体験する

、及び肢体不自由児のための通派遣研修

園施設での を予定していま福祉体験研修

す。また、教職に関する専門性をより高

めるため兵庫教育大学大学院への派遣研

修（２年間）を実施します。

４ 特別研修

学級経営の悩み事はありませんか

教育総合センターでは、学級経営でお

悩みの先生方からの相談に応じます。

また、情報教育の校内研修を応援する

ため、指導主事を派遣します。

教育研究５

教育長から委嘱を受けた教員が研究員

となり、教育総合センター及び教育相談

課の職員と協同して実践的な研究を行い

ます。本年度は次の 部会です。10

・心の教育

・学級経営

・小学校総合的学習

・国語科教育

・算数・数学科教育

・英語科教育

・小学校情報教育

・中学校評価・評定

・中学校理科教育

・デジタルコンテンツ活用

（教育総合センター所長 倉橋 忠 ）
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☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆平成１６年度 教育相談課運営の方針

最近、有名人がパニック障害やうつ病に
陥った時やそこからの立ち直りなどの様子
がテレビや書籍に出てくるようになりまし
た。それだけ、心に不安を抱える時代にな
ったのではと考えられます。
本市においても、いじめ、不登校、キレ

る子ども、青少年の非行問題、しつけや子
育て不安、虐待、ＬＤ・ＡＤＨＤなど、様
々な問題に対応するため、この４月にこれ

『 』 『 』までの 心の教育相談室 を 教育相談課
に組織改正しました。
今年度は教育相談課のスタッフ２４名

が、新たな気持ちで学校や家庭への支援の
立場で、充実した対応を図っていきたいと
考えております。
１ 組織及び事業の概要

教育相談課は、来室相談、電話相談を
中心とした教育相談担当と不登校児童生
徒対策としての適応指導担当の二係から
なっています。
２ 事業の内容と運営方針

＜教育相談担当＞
（１）教育相談事業

来室相談、電話相談、出張相談等を
とおして、子どもや保護者、学校園か
らの相談に応じ、児童生徒の望ましい
発達を支援します。心療内科医等によ
る直接相談もあります。

（２）高等学校カウンセラー派遣事業
市立高等学校にカウンセラーを派

遣し、教職員のカウンセリングマイ
ンドについての研修や心の悩みを持
つ生徒及びその保護者の面接相談等
を実施します。

（３）心の教育強化支援事業
① 各校が抱える課題解決の一助と
して、大学教授、精神科医等を講師
として小学校に派遣します (15回)。

② 夏季休業及びその前後に集中
し、心の教育相談研修・演習講座
を６回実施します。

③ 心の教育特別支援補助員（３名）
を配置し、ＡＤＨＤ等の子どもの
支援やその指導方法などを実践研究
します。

＜適応指導担当＞
（１）不登校児童生徒対策事業

学校生活に適応しにくい児童生徒に
、 （ ）対して 適応指導教室 はつらつ学級

への通所や自宅への訪問指導等をとお
して、早期の学校復帰と自立を支援し
ます。

（２）ハートフルフレンド派遣事業
不登校状態の児童生徒に対して、世

代の近い大学生や社会人を派遣し、会
話や遊び等をとおして早期の学校復帰
と自立を支援します。

（３）スクールカウンセラー配置事業
県が、全中学校にスクールカウンセ

ラーを配置します。通学区域の小学校
も活用できます。

３ 教育相談の現場から
平成１５年度の相談件数及び内容は

概ね次のような状況になっています。
（１）面接相談（延べ） ２２３１件

電話相談 １４１５件
（２）出張相談

子どもや教師対象 １６４件
子育て研修会講話 ２６件

（３）面接相談内容
精神情緒（不登校等） 41.9%
性格行動（友人、親子関係等）37.2%
身体言語（発達遅滞等） 8.4%
学業進路（進路等） 8.7%
その他（教師の相談等） 3.8%

（４）適応指導教室（はつらつ学級）

入級者 小学生 人 中学生 人2 28

学校への復帰率 83.0%

（教育相談課長 大門 貞憲）
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平成１６年４月１日現在教育相談課・教育総合センター 組織・事務分掌表

学校教育部長 倉田 利彦

学 学 生 大門 貞憲 学 倉橋 忠教育相談課 教育総合センター所長
務 校 徒障 校
課 教 指害 保

教 育 相 談 担 当 研 修 担 当育 導児 健
※教育相談（来室、出張） ※電話相談 ※教職員研修 ※教育に関する調査・研究・教材開発 ※情報誌の発行課 ・教 課
※教育相談に関する調査・研究・研修 ※高等学校カウン ※教育総合センターの運営・計画調整 ※教科書センターの管理育
セラー派遣 ※心の教育強化支援事業 ※予算・管理 ※庶務 ※文書管理 ※教育情報収集・整理・提供担

係 長 平垣 新一 教育相談担当の統括当
指導主事 西本 由美 教育相談、研修、ｶｳﾝｾﾗｰ派遣 係 長 樫野 友弥 研修担当の統括、校・園長研修、特別研修、文書管理

嘱 託 員 武田 静栄 教育相談、調査研究 教育総合センターの運営・計画調整、予算・管理

嘱 託 員 七尾 真奈 教育相談、調査研究 指導主事 谷口 陽三 教頭、新任校園長・教頭、勤続１年目、勤続３年目、

嘱 託 員 串上 憲司 教育相談、調査研究 社会科、人権道徳、総合的学習、生活科研修

嘱 託 員 西川 佐恵 教育相談、電話相談 指導主事 桝尾 一秀 勤続４年目、勤続２０年目、教員派遣研修、教務、学校安全推進、

嘱 託 員 山本 順子 電話相談、庶務 障害児、理科、英語科、図書、福祉、環境教育研修

嘱 託 員 清水 陽三 電話相談 指導主事 阿部 保彦 勤続1～４年目、学年経営、生徒指導、算数・数学科、体育科、

図工・美術科、国際理解研修、視聴覚教材製作研修

、 、 、 、 、 、適 応 指 導 担 当 指導主事 廣井 尋美 新採用 着任教員 勤続２年目 研究 音楽科 幼児

※不登校児童・生徒の対策及び指導・助言 学級経営、技術・家庭科、国語科研修

※適応指導教室（はつらつ学級）における指導 主 事 宮内 市子 予算・決算、維持管理、庶務

※ハートフルフレンド派遣事業等 嘱 託 員 伊藤 進一 情報誌の発行、視聴覚ライブラリーの管理

※スクールカウンセラーの派遣 嘱 託 員 幾田みよき 資料の収集・整理・提供、教科書センターの管理

係 長 芝垣 順 適応指導担当の総括

情報教育担当指導主事 大石 泰樹 適応指導、不登校対策、研修啓発

嘱 託 員 廣峰 勝義 はつらつ学級担当 ※教職員研修 ※情報教育に関する調査・研究・教材開発 ※ネットワーク

嘱 託 員 今本芙佐子 はつらつ学級担当 システム ※複合施設の維持管理 ※視聴覚センターの運営・計画・助言

嘱 託 員 山田 大介 はつらつ学級担当 係 長 上田 勝則 情報教育担当の統括、複合施設の維持管理

嘱 託 員 小野 宗一 訪問指導 視聴覚センターの運営・計画・助言

嘱 託 員 安田 幸子 訪問指導 指導主事 米田 浩 情報教育の推進(小･養)、情報教育推進研修、(小)初任者対応、

嘱 託 員 谷 本吉 訪問指導 ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入門・活用研修、ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙ 関係、(小)ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ自主研修、

嘱 託 員 増田 博恭 訪問指導 ビデオ編集機講習、16ﾐﾘフィルム技術講習、ｱﾅｳﾝｽ教室、

嘱 託 員 下村 隆康 訪問指導 指導主事 伊藤 吾郎 情報教育の推進(幼･中)、学習用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(中 、(中)初）

、 、 、嘱 託 員 岡田 年平 訪問指導 任者対応 管理職ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用 AMA-NETﾒｰﾙ応用研修

嘱 託 員 岸本 昭 訪問指導 (幼・中)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用、メール関係

嘱 託 員 畑 卓 訪問指導 指導主事 西田 亙 情報教育の推進(小･養)、コンピュータ入門研修、学

嘱 託 員 中 孝夫 訪問指導 習用 (小) (小)初任者対応 事務職員ｺﾝﾋﾟコンピュータ 、 、

嘱 託 員 はつらつ学級担当 ｭｰﾀ活用、事務支援システム関係

指導主事 藤井健三郎 情報教育の推進(高)、コンピュータ入門研修、AMA-N

ET関係、(中)初任者対応、中・高ﾈｯﾄﾜｰｸ活用、教育

用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ管理、ノーツ関係、学校事務処理支援

システムの改善・運用、AMA-NETﾒｰﾙ入門研修

嘱 託 員 学校事務支援業務

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆平成１６年４月１日付 人事異動
【転入者 （前任） 【転出者 （転出先）】 】

教育相談担当係長：平垣新一（職員課総括担当管理主事） 教育総合センター所長：伊藤征人（塚口中学校校長）

適応指導担当指導主事：大石泰樹（中央公民館分館担当係長） 研修担当課長：小笹雅幸（立花西小学校教諭）

研修担当係長：樫野友弥（学校教育課総括担当指導主事） 教育相談担当係長：眞鍋憲司（学校教育課総括担当指導主事）

研修担当指導主事：桝尾一秀（学校教育課指導主事） 管理担当係長：岸本壽郎（学校教育課調整担当係長）

嘱 託 員（教育相談課 ： 中 孝夫（園和北小学校こどもクラブ ， 研修担当指導主事：木村恭一（職員課管理主事）） ）

串上憲司（新規） 研修担当指導主事：吉田悦子（立花小学校教諭）

【退職者】 適応指導担当指導主事：魚住誠（学校教育課指導主事）

嘱 託 員：岡本茂樹，多田良行，梶本斉 嘱託員（教育相談課 ：樋口澄子（武庫公民館））

尼崎市立教育総合センター開 館 時 間 ご 案 内 発 行

尼崎市三反田町１丁目１－１（ ）平日 午前９時 ～ 午後９時 ℡. 06-6423-3400

ただし、 とします 倉 橋 忠《 教育相談 午後５時１５分まで 》は 発行者

なお、次の日は取り扱いいたしません。 【 教育委員会教育委員長 岡 本 元 興土曜日・日曜日・祝日・年末年始】 題 字




